
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

令和３年５月２５日（火）、ホテルレイクビュー水戸において、第９回定時総会が開催され、第

１号議案 令和２年度事業報告及び令和２年度収支決算の承認について、第２号議案 役員の

改選について審議され、それぞれ原案のとおり承認されました。 

また、改選後の役員により開催された理事会において、古矢満氏が会長に再任されました。 
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第９回定時総会開催に先立ちまして一言ご

挨拶申し上げます。 

本来であれば、多くの会員の皆様や行政当

局の皆様をお迎えし総会を開催するところで

ありますが、依然として新型コロナウイルス

の感染拡大が収束していないため、会員の皆

様には書面での表決をお願いし、規模を縮小

した形での開催になった次第であります。こ

のような形での開催となったことについて、

ご理解いただきたいと存じます。 

 

さて、昨年を振り返りますと、新型コロナ

ウイルスの感染拡大があり、協会としての活

動も大幅に制約を受けた多難な年でありまし

たが、一方で、協会に関わる大きな動きもあ

りました。 

 

一昨年の台風 19 号の災害廃棄物処理では、

会員の皆様のご協力をいただいたところです

が、これを契機に、昨年６月、これまでの県と

協会との災害廃棄物処理協定に代わり、茨城

県、県内全市町村、ゴミ処理に係わる一部事

務組合と当協会との間で、協定が締結されま

した。災害廃棄物の処理を担う市町村を含め

た協定となったことで、より実効性の高いも

のになったと感じております。 

大規模災害発生時には初動対応が重要であ

りますが、市町村毎に連絡調整を担当する会

員も決めさせていただきましたので、これま

で以上に迅速に対応することができるものと

思っております。 

 

昨年は大きな自然災害はなかったものの、

本年２月に入り、城里町において高病原性の 

 

  

 

鳥インフルエンザの感染が確認され、約 84万

羽の鶏の防疫業務の一部を当協会が受託す

ることになりました。 

感染拡大防止のため、短時間での処理を要

するものでありましたが、会員の皆様のご協

力により、業務を完了できましたこと、厚く

お礼申し上げます。 

災害時の廃棄物処理や鳥インフルエンザ

防疫業務など、社会的に影響の大きな事態が

頻発する中、私ども協会の果たすべき役割そ

して責任も大きくなってきていると感じて

おりますので、会員の皆様の、より一層のご

協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

また、協会にとって重要なテーマである最

終処分場の確保についても大きな動きがあ

りました。 

県では、最終処分場を整備するための検討

が進められておりましたが、昨年５月に「日

立市諏訪町」を新たな産業廃棄物最終処分場

の整備候補地とする基本方針が策定されま

した。 

その後、地元市民から出された意見を踏ま

え、本年３月には、新たな搬入ルートや周辺

対策が地元に対し示されたところでありま

す。協会としても、最終処分場の整備促進の

ため、４月に入り、地元日立市長並びに日立

市議会議長あてに要望書を提出したところ

であります。 

県関与公共処分場であるエコフロンティ

アかさまも、容量の７割ほどまで埋立が進ん

でおり、近い将来埋立容量に達してまいりま

す。循環型社会にあっても、最終処分場は必

要不可欠なものでありますので、協会として

も喫緊の課題である最終処分場の確保につ

いて、今後とも関係機関に働きかけてまいり

たいと思います。 

 

また、業界にとっての重要なテーマの一つ

に産業廃棄物処理業の振興法の制定があり

ます。 

産業廃棄物処理業界が担う役割は、産業廃

棄物処理の単なる受け手から、産業廃棄物か

ら資源やエネルギーを製造する創り手へと

変貌する必要があります。しかしながら、産

業廃棄物処理に関わるのは、ほとんどが中小 
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企業であり、このようなニーズに応えるには、

人材育成、技術向上の面での課題があります。

このため、資源循環を促進する産業の担い手

である産業廃棄物処理業そのものの本格的な

振興方策が必要となってきております。 

私ども、協会としても、全国産業資源循環

連合会とともに、振興方策の法的な裏付けと

なる振興法の制定に向け、活動を進めていく

必要があると考えておりますので、会員の皆

様のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げ

ます。 

本日の総会では、第１号議案として令和２

年度の事業報告及び収支決算報告の承認を、

第２号議案として役員の改選を、それぞれご

審議いただくこととしておりますので、宜し

くお願いいたします。 

 

 

 また、本来ですと、総会に合わせて、産業

廃棄物適正処理にご功労のあった方や事業

所、優良従事者に対する表彰をさせていただ

く予定でありましたが、コロナ禍のため、表

彰式は中止させていただくことになりまし

た。この場を借りまして、受賞された皆様に

は心よりお祝いを申し上げます。 

 

最後に、協会に求められる社会的使命と責

任を自覚のもと、当協会の発展・充実に努め

てまいる所存でありますので、会員の皆様の

より一層のご協力をお願いいたしますとと

もに、あわせて会員の皆様方の益々のご繁栄

とご健勝をご祈念いたしまして、私の挨拶と

させて頂きます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

改 選 後 の 役 員 体 制 

 

会 長 ㈱フルヤ建商   古矢  満   

副会長 
㈲沼田クリーンサービス 沼田 元良 ㈲プライムクリエイト   大木 清実 

㈱あおぞら   上甲 龍也 ㈱昭栄 石本 雄治 

理 事 

㈱茨城県クリニック・クリーン協会  大髙 勝利 八幡砕石工業㈱   今田 英夫 

大蔵生コンクリート㈱ 鄭  豊之 新和企業㈲   三品 清一 

㈲大進エンジニアリング 大越 成巳 勝田環境㈱   七井 雄司 

㈱潮来工機   西谷 年弘 ㈲大陽環境センター 雲谷 芸里 

㈱つくばエンバイロンメントソリューションズ 岡野 敏典 ㈱やまたけ   山口 英幸 

髙野工業㈱   髙野 竜也 髙橋商事㈱   藤枝 祥一 

黒沢産業㈱   黒澤 善弘 ㈱カノヤ   鹿野谷雅人 

常務理事兼事務局長 （一社）茨城県産業資源循環協会 西野 賢一   

監 事 前関東信越国税局   鈴木 正平 ㈱日昇つくば   柾谷 吉伸 

顧 問 日立セメント㈱   深澤 正勝 佐藤泉弁護士事務所   佐藤  泉 
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茨城県産業資源循環協会会長表彰及び全国産業廃資源循環連合会会長表彰については、理事

会での審議の結果、総勢３３名の方々が受賞されました。 

受賞者の皆様、誠におめでとうございました。 

 

（一社）茨城県産業資源循環協会会長表彰受賞者 

 

功労者 

･七井 雄司  勝田環境㈱ 

･石本 雄治  ㈱昭栄 

･上甲 龍也  ㈱あおぞら 

 

優良事業所 

･㈲エム産業 

･㈱海野商店 

･㈱和城産業 

･日東エンジニアリング㈱ 

･倉田建材㈲ 

 

優良従事者 

･横倉 尚弘  八幡砕石工業㈱ 

･橋本 秀樹  ㈱リサイクパーク 

･加藤 政美  ㈱日昭丸運 

･桑久保圭太  日和サービス㈱ 

･古川 智治  ㈱カツタ 

･山口 篤史  ㈱エヌジェーピー 

･實川 孝夫  鹿島北共同発電㈱ 

･高橋 良典  ㈱日昇つくば 

･岩見 忠夫  ㈲つくば環境サービス 

･舘野 忠雄  ㈲関東実行センター 

 

（公社）全国産業資源循環連合会会長表彰受賞者 

 

功労者 

･大塚 善啓  ㈱潮来工機 

 

地方功労者 

･沼田 元良  ㈲沼田クリーンサービス  

･南條 治   南條商事 

･今田 英夫  八幡砕石工業㈱ 

 

 

優良事業所 

･㈲プライムクリエイト 
 
地方優良事業所 
･㈱白梅商事 
･㈲鈴木運輸 
･㈲榊原商店 
･Ｓ.Ｅ.Ａ.㈲ 
･㈱アダチ商会 
 

 

優良従事者 

･松塚 昭光  ㈱茨城県クリニック･クリーン協会  
･梅原 亨   昭和建設㈱ 
･飛田 浩司  日和サービス㈱ 
･宮川 信行  ㈱梅木商会 
･箱守 克夫  五光物流㈱ 
 

 

 

 

 

 

本年２月、城里町の養鶏場で高病原性鳥インフルエン

ザの感染が確認され、約 84 万羽の鶏の殺処分、焼却処

分が実施されました。 

県から関係機関に作業への協力要請があり、当協会と

して防疫業務の一部を受託し、会員の皆様の協力のもと

業務を完了いたしました。 

５月２６日、茨城県県民生活環境部松浦浩生次長から

古矢満会長に対し、知事感謝状が贈呈されました。 

 

 

協会会長表彰・連合会会長表彰 総勢３３名受賞 

高病原性鳥インフルエンザ防疫業務に対し知事感謝状が贈呈されました 

榊
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 当協会の令和３年度労働災害防止計画では、重点目標として「安全衛生規程」を作成してい

る会員を前年度に比して２０％増加（87 社➡105 社以上）させることを掲げています。 

「安全衛生規程」については、産業廃棄物の処理業者向けに全国産業資源循環連合会が作成

支援ツールを作成しています。 

協会ＨＰのトップページにリンクを貼りましたので、ぜひ活用してみてください。 

 

１．協会ホームページのトップページ「安全衛生規程作成支援ツールについて」をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「安全衛生規程作成ツール」に入力及び選択。 

 

 

 

 

 

  

安全衛生規程作成支援ツールの活用について 

クリック

従業員数、処理内容を

選択するだけで、自動

的に「産業廃棄物処理

業におけるモデル安

全衛生規程及び解説」

に沿った安全衛生規

程の作成が出来ます。 



『 青 年 部 会 だ よ り 』 
vol.3 

茨城県産業資源循環協会青年部会の 

活動や魅力をお伝えしていきます。  
                        

５月２１日に第８回通常総会を開催いたしました。             

決議方法は書面決議とし、開催方法は zoom（役員のみ）としました。         

                       

【部会長挨拶】 ２期４年目の部会長職となります渡邊盛市と申します。       

 

写真 

（部会長） 
 

 ５月２１日に書面決議＆リモート開催にて総会を開催いたしました。    

 コロナ禍での総会であることを正会員ならびに賛助会員の皆様にはご理解を  

 いただきご賛同いただきましたこと心より厚く御礼申し上げる次第です。   

 ＤＸやＩＴ技術の進化が注目を浴びており、コロナ禍の影響がこれを促進させ  

 ておりますが、我々青年部もこの状況を前向きに受け入れることこそ、今は肝  

 要なことだと強く感じております。           

 今年度も web を有効に使い新たな事業を開催できるよう取り組んで参ります。 
     

 

 最後になりますが、これまで先輩諸兄が築き上げてこられた青年部を今以上に発展していく為にもこ 
 

 

 の重責を果たしてまいります。至らぬ点等あるかと思いますが、今後とも変わらぬご協力を賜りますよ 
 

 

 うお願い申し上げます。 
                

 
                                              
青年部会継続事業のご紹介とご協力のお願い！！            
                       
１，期待の若手紹介記事の掲載                 
                       
  青年部会では、期待の若手紹介記事を毎号掲載していく予定です。         

 満４０歳未満の期待の若手記事をご掲載いただける会員会社様は、下記へご連絡をお願い致します。  

 なお、掲載内容につきましては、次ページの～期待の若手紹介～記事をご参照ください。     

 髙橋商事株式会社 代表取締役専務 髙橋 （0296‐24‐3131） までお問い合わせください。    
                       

２，使用済み切手の寄付事業                 
                       
  青年部会では、社会貢献活動の一環として、使用済み切手の寄付を行っています。     

 切手の寄付事業にご協力いただける会員会社様は、下記の切り取り方法を参考に収集して頂き令和  

 ４年１月末までに有限会社榊原商店 常務取締役 榊原までお送りください。       

 〒314-0111 神栖市南浜 3-121 （問い合わせ先 0299-90-5383）    
                       

 
 
 

                      

          
 

 
            

                        

                        

                        
                       
                       

 ※切手のまわり５ｍｍ程度を残して切って  ※日本の切手と外国の切手は分けていただくよう  

  いただくようお願い致します。     お願い致します。        
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～ 期 待 の 若 手 紹 介 ～  
会社の期待の若手を紹介します！  

                       

 ①入社のきっかけ、②趣味・特技、③主な仕事内容、④挑戦してみたい仕事、⑤最後にひとこと  
                       

【 株式会社ケイ・エム環境 】 
 

 

営業推進部 塚本 優   ２6 歳 
 

 

 

 ① 友人から勧められ、リサイクルに興味があったので。        

 ② 姪っ子と甥っ子、ペット達と遊んでいる時間が大好きです。       

 ③ 主に契約書の作成・整理、許可証の管理、営業のサポートなどを行っています。  

 ④ 様々な資格を取り、多方面から業務をこなせるようになります。     

 ⑤ 産廃業界は未経験で覚えることがたくさんありますが、       

       一つずつしっかりと覚えて、会社に貢献したいです。       
                                              

    ≪ 上司からのコメント ≫ 営業推進部 部長 町田 善行   

    パソコンにも詳しいこともあり、依頼作業はスムーズにこなしてくれます。    

    産業廃棄物関係の仕事は多岐にわたるので、時間をかけて覚えてください。   

    自分磨きで、会社に貢献したいだなんて、うれしい限りです。がんばれ！    

                  
                  

【 株式会社ケイ・エム環境 】 
 

 

営業部 営業課  宮田 駿   2６歳 
 

 

  ① 小さいころから、車に興味があったため。           

 ② PC ゲームとキャンプにどっぷりはまっています。        

 ③ ドライバーとして入社したのですが、去年１月に営業に移動になりました。   

   現在はコロナの影響もあり外回りが出来ず弊社に問い合わせいただいたお客様  

   の対応をさせて頂いております。            

     ④ お客様に喜んでいただける、サービスの提供です。        

     ⑤ まだまだ知らない事ばかりなので早く一人前になって、やりがいのある営業部で  

       少しでも会社に貢献出来る様頑張ります！         
                       

    ≪ 上司からのコメント ≫ 営業推進部 部長 町田 善行   

ドライバーから営業部に配属され、持ち前の明るさで頑張ってくれています。    

お客様からも可愛がられるタイプなので、営業向きと思います。      

これから、多くの人に出会える素敵な仕事です。         

    多くの知識を少しずつ身に着けて頑張って下さい。                   

 

青年部会入会希望のかたは事務局（029-301-7100）までお願いいたします。 
                  

   ■ 入会条件 ・ ・ ・ 満 45 歳以下で業界の発展やイメージアップを望んでいるかた                   
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１）会員事業所の入・退会について 

令和３年４月から令和３年７月３１日までに、次の会員が入・退会の手続きをしておりますので

宜しくお願い致します。 

≪ 入 会 ≫ 

 

≪ 退 会 ≫ 

【正 会 員】 

【賛助会員】 

【正 会 員】 

【賛助会員】 

・にまる㈱ ・㈲大宝産業 

・イーテラス㈱ ・遲塚行政書士事務所 

・㈲平野商事 ・三の丸興産㈱ 

・㈱アニバーサリーカンパニー 

なお、協会ホームページでは、掲載を希望した会員のみ、検索システムに掲載しておりますので是非ご利用下さい。  

 

２）協会の動き  

協会で実施・参加した事業を掲載しております。 

４月 ７日 

１４日 

１６日 

２２日 

２３日 

２６日 

 

２７日 

不法投棄撤去支部長会議 

県南支部総会 

関東地域協議会 

青年部災害対策委員会 

鹿行支部総会 

正副会長会議 

第１回理事会 

青年部幹事会 

 ６月 １７日 

３０日 

 

建設リサイクル推進協議会幹事会 

更新許可・特責講習会試験 
コンクリート再生砕石説明会 

７月 １日 

２日 

 

８日 

１３日 

１６日 

１９日 

２０日 

 

２１日 

２６日 

更新許可・特責講習会試験 
適正処理委員会 
研修厚生委員会 
青年部カンファレンス 
関東地協建設廃棄物対策委員会 
全産連事務局責任者会議 
関東地協事務担当者会議 
広報調査研究委員会 
安全衛生委員会 
青年部関東ブロック幹事会 
総務企画委員会 
適正処理委員会 

５月 １１日 

１４日 

２１日 

２５日 

 

青年部 CSR 推進委員会 

青年部災害対策委員会 
青年部第８回通常総会 
協会第９回定時総会 
第２回理事会 

６月 ２ ～ ３ 日 

８日 

１１日 

 

新規許可･特責講習会試験 

青年部災害対策委員会 

正副会長会議 

第３回理事会 

  

協会ホームページお知らせ掲載内容（４月～７月） 

詳しくは、協会ホームページをご覧ください。 

 

・（低炭素関係）環境配慮型先進トラックバス導入加速事業の公募開始について 

・令和４年度産業廃棄物処理助成 事業（サプライズ！さんぱいプライズ）について 

・お盆休みのお知らせ 

・全国労働衛生週間について 

・（低炭素関係）中長期の CO2 削減目標に向けた中小企業の取組の支援について 

・環境省策定「廃棄物に関する新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」の一部改定につ

いて 

・「令和３年度産業廃棄物処理検定（廃棄物処理法基礎）」の開催について 

・「産業廃棄物処理 e ラーニング講座（令和３年度）」の開催について 

・令和３年度エイジフレンドリー補助金について 

・有害物ばく露防止対策補助金について 

協会からのお知らせ 
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・脱炭素社会構築のための資源循環高度化設備導入促進事業 

・産業廃棄物処理業者対象 令和３年度政府支援策一覧について 

・新型コロナワクチン職域接種の申請受付開始について 

・（低炭素化関係）省エネルギー設備投資に係る利子補給金の公募開始について 

・新型コロナワクチン職域接種の要望に関するアンケート調査について 

・令和３年度電波利用環境保護に関する周知・啓発活動について 

・令和３年度海洋環境保全推進月間の実施について 

・（低炭素化関係）低炭素型ディーゼルトラック普及加速化事業の公募について 

・廃棄物エネルギーの有効活用によるマルチベネフィット達成促進事業の公募について 

・繰り越し・省 CO2 型リサイクル等高度化設備導入促進事業の公募について 

・緊急事態宣言の発出を踏まえた職場における新型コロナウイルス感染症への感染予防及び健

康管理について 

・令和３年４月の緊急事態宣言を踏まえた新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物の円滑な処

理等について 

・脱炭素社会構築のための資源循環高度化設備導入促進事業 

・新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた許可事務等の取扱いについての通知発出のお知

らせ 

・新型コロナウイルスの感染拡大防止に向けたテレワーク等の推進について 

・新型コロナウイルス感染症に伴う各種支援制度について 

・水銀廃棄物ガイドライン第３版の公表について 

・石綿含有廃棄物等処理マニュアルの第３版の公表について 

・新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの接種に伴い排出される廃棄物の処理について 

 
 
 

この度、当協会のホームページを全面リニューアルいたしました。 

今回のリニューアルではスマートフォン対応し、ご利用者の皆様により見やすく、また、情報を分か

りやすくお伝えできるホームページとなるようにデザインや構成を一新しました。 

今後もホームページの改善やコンテンツの充実に努めてまいりますので、これからもよろしくお願

い申し上げます。 

 
 

  

会費の納入につきまして、ご指定の預金口座から自動的に会費が引き落としされる「預金口座自

動振替」にすると、支払いのわずらわしさがなく、支払日を気にしなくてすみ、たいへん便利です。 

まだ、お申込み頂いていない会員の皆様で自動振替をご希望の方は、下記のとおり行っておりま

すのでご案内申し上げます。 

 

１．振替手数料は無料となります。 

２．口座振替は下記の６金融機関の中からご指定いただけます。 

 

≪ご利用になれる６金融機関》 

〇常陽銀行  〇筑波銀行  〇水戸信用金庫  〇結城信用金庫  〇茨城県信

用組合 

〇茨城県信用農業協同組合連合会及び同連合会の会員農業協同組合（農協） 

 
３．口座振替は、一括と四半期毎になります。（＊賛助会員は一括のみ） 

  一括の場合は、年度初め４月の引き落としとなります。 

  四半期毎は、４月・７月・１０月・１月の年４回の引き落しとなります。 

４．お申込みをご希望の方は、協会事務局までご連絡ください。必要書類を送付させていただきます。 

会費の預金口座自動振替のご案内 

ホームページをリニューアルしました 
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賛助会員一覧 
賛助会員（５７社）                        令和３年７月３１日現在 

㈱ＩＮＥ ☎03-5957-7293  ㈱クレハ 生産本部樹脂加工事業所 ☎0299-26-1181 

あいおいニッセイ同和損害保険㈱茨城支店水戸第二支社 ☎029-224-2367  郡司経営法務事務所 ☎029-232-0778 

旭化成建材㈱境工場 ☎0280-87-5232  ㈱国際商事 ☎03-5623-9167 

アステラス製薬㈱つくば東光台事業場 ☎029-847-8611  コベルコ建機日本㈱関東支社茨城営業所 ☎029-304-5501 

㈱ＡＤＥＫＡ 鹿島工場 ☎0299-97-3363  ㈱サンアップ ☎029-852-4490 

イーテラス㈱ ☎03-5530-8167  ㈱サンライフコーポレーション ☎029-291-5757 

㈱伊藤製鐵所 筑波工場 ☎029-837-2111  ＪＳＲ㈱鹿島工場 ☎0299-96-2510 

㈱イバラキ ☎0296-44-0757  ㈱ＪＥＭＳ ☎029-863-7215 

茨城県アスファルト合材協会 ☎029-225-6244  ㈱センチュリーホーム ☎029-254-2661 

(一社)茨城県環境管理協会 ☎029-248-7431  損害保険ジャパン㈱茨城支店日立支社 ☎0294-23-3381 

(一社)茨城県経営者協会 ☎029-221-5301  ㈱大紀アルミニウム工業所 結城工場 ☎0296-32-3311 

(一社)茨城県建設業協会 ☎029-221-5126  ダイキン工業㈱鹿島製作所 ☎0479-46-2441 

茨城県再生資源事業協同組合 ☎0296-77-5764  髙砂製紙㈱ ☎0297-24-0611 

茨城セキスイハイム㈱ ☎029-303-8161  髙橋行政書士法人 ☎0280-22-1008 

エア･ウォーター㈱ケミカルカンパニー鹿島工場 ☎0299-84-3511  ㈱武井工業所 ☎0299-24-5200 

㈱エス･ディー･エス･バイオテックつくば研究所 ☎029-847-0300  ㈱中央環境行政事務所 ☎029-305-5322 

㈱ＭＣエバテック つくば営業所 ☎029-886-3951  中央電力㈱ ☎03-6277-8430 

大橋行政書士事務所 ☎029-306-8300  トーソー㈱ ☎0297-52-2111 

遅塚行政書士事務所 ☎029-225-6685  ㈱トランス・アイ ☎03-6903-4577 

花王㈱鹿島工場 ☎0299-93-8321  日本製鉄㈱東日本製鉄所鹿島地区 ☎0299-84-2912 

鹿島石油㈱鹿島製油所 ☎0299-97-3104  日立建機㈱土浦工場 ☎029-832-7275 

鹿島都市開発㈱ ☎0299-92-3555  ㈱日立産業制御ソリューションズ ☎0294-53-6115 

鹿島ポリマー㈱ ☎0299-96-7261  ㈱日立製作所 日立事業所 ☎0294-21-1111 

㈱環境研究センター ☎029-839-5501  三井化学東セロ㈱茨城工場 ☎0280-92-1562 

㈱環境総合研究所 北関東支社 ☎029-303-7581  三菱ケミカル㈱茨城事業所 ☎0299-96-1142 

㈱関電工 茨城支店 ☎029-387-2500  ㈲ミワ総合設計 ☎029-305-3222 

行政書士法人水戸綜合事務所 ☎029-251-3101  矢口事務所 ☎029-862-2730 

行政書士安事務所 ☎029-226-0601  ユニマテック㈱ ☎0293-42-2161 

キユーピー㈱五霞工場 ☎0280-84-3111    

 
 

 

一般社団法人 茨城県産業資源循環協会事務局 

 

〒310-0852 

水戸市笠原町 978-25（茨城県開発公社ビル４F） 

【電話】029-301-7100【FAX】029-301-7103 

【E-mail】 info@ibaraki-sanpaikyo.or.jp 

【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ】http://www.ibaraki-sanpaikyo.or.jp 
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